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　この冊子は、「第五次長野市総合計画」をわかりやすい表現に言いかえた部分と、「み
んなのまちづくり」で構成されています。
　まちづくりを進めていくためには、長野市民をはじめ、長野市に関わる全員が力
を合わせて取り組むことが大切です。
　みんなもこの冊子を読んで、自分にできる「まちづくり」を一緒に考え、実

じっ

践
せん

し
てみよう。

　長野市民が将来も幸せに暮らしていけるように、平成
29 （2017）年度から10年間の長野市のまちづくりの取り
組みをまとめたものです。
　総合計画は、長野市のまちづくりを進めていくうえで、 
もっとも基本的で、大切な計画です。

長野市が歩むべき道を決める「道しるべ」
長野市全体の「目標（ゴール）」
目標にどのくらい近づいたかをはかる「基準」

▲第五次長野市総合計画

第 五 次 長 野 市 総 合 計 画
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総合計画ってなんだろう？

総合計画の３つの役割

長野市が目指すまちづくり長野市が目指すまちづくり
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　長野市が持っている強みを活用しながら、抱える課題を可能性に変え「長野市ら
しい魅力ある」まちを実現します。

住民の福
ふく

祉
し

の増進※1と、長野市全体の「幸せ」を拡大すること

長野市民が長野市への誇
ほこ

りを胸に未来への希望を実感できるよう、一丸となってまち
づくりに取り組むこと

◆�市民が本当の豊かさや幸せを 
心から感じ、いきいきと生活 
できるまちを目指します。

※1　住民の福
ふく

祉
し

の増進…�住民の幸福感を増やすこと。地方公共団体（都道府県や市町村など）の目的として、法律（地方自治法第１条の
２）に書かれています。

◆�限りある資源をむだなく活用
し、将来にわたり安定した行
政サービスを提供し続けられ
るまちを目指します。

◆�市民や地
ち

域
い き

の力をもとにしな
がら、さまざまなまちづくり
の担い手と協力します。

◆�環
か ん

境
きょう

問題の解決に向けて取り 
組みます。

◆�長野市が持つ強みと可能性を
十分に発揮したまちづくりを
計画的に進めます。

◆�長野市だけが持つ資源を活用
してまちの活力と魅力を守り
ながら、新たなまちの活力と
魅力を創り出すことを目指し
ます。

長野市が目指す10年後のまち

幸せ実感都市『ながの』

“オールながの”で未来を創造しよう

 まちづくりの基本的な考え方

市民の幸せの実現 「持続可能な」
まちづくりの推進

「長野らしさ」の発揮と
 「まちの活力と魅力」 の向上
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〜強みと可能性を活かしたまちづくり〜

長野市らしさとは長野市らしさとは

地　理

歴史・文化

自　然

都市機能

※2　妙
みょう

高
こう

戸
と

隠
がくし

連
れん

山
ざん

国立公園…�新潟・長野にまたがる山岳地
ち

域
いき

にある国立公園のこと。平成27（2015）年に上信越高原国立公園から妙高・
戸隠高原地

ち

域
いき

が分離・独立して誕生しました。
※3　�中

ちゅう
山
さん

間
かん

地
ち

域
いき
………………都市や平地以外の山間地にかけての地

ち

域
いき

のこと。

　長野市は、長野県の北部に位置し、市内の中央には、
千曲川や犀川が流れ、妙

みょう

高
こう

戸
と

隠
がくし

連
れん

山
ざん

国立公園※2などの山
並みに囲まれた長野盆

ぼん

地
ち

にあります。
　全国的にも降水量が少なく、晴れの日や日照時間が
多い地

ち

域
いき

です。

　古くから善光寺の門前町として栄え、明治30（1897）
年の長野市の誕生から、地

ち

域
いき

の政治・経済の中心とし
て発展してきました。
　武田信玄と上杉謙信が戦った川中島古戦場、真田十万
石の城下町松代、伝説の里戸隠や鬼無里など、全国的
に有名な歴史・文化遺産があります。

　長野県の県都として、国や県の行政機関、スポーツ
施
し

設
せつ

や文化・研究機関が集まっています。長野県北部
の中心として、商業施

し

設
せつ

や福
ふく

祉
し

・医
い

療
りょう

などが充実して
います。
　複数の大学や専門学校などがあるため、専門的知識
や学生の活力をまちづくりに活用することもできます。

　さまざまな動植物が生まれ育ち、市
し

街
がい

地
ち

から自動車
で30分ほどのところに飯縄山、戸隠山などの豊かな自
然が広がっています。
　長野市の面積の約４分の３を占める中

ちゅう

山
さん

間
かん

地
ち

域
いき

※3の
豊かな自然は、観光や子育てなどの広い分野に活用で
きる資源といえます。

▲年間降水量と年間日照時間の都市別比較 
　 (平成３年〜 令和２年までの平均値)

▲鏡池（戸隠）

▲善光寺の御開帳 ▲セントラルスクゥエア

〈資料〉総務省統計局

ⓒ善光寺
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連
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水
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量
りょう
が少なく、晴れの日や日照時間が

多い地
ち
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で、台風による被

ひ
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がい
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光
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（1897）年の長野市の誕
たん
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じょう
から、地

ち
域
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の政治・経済の
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展
てん
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だ
信
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や鬼
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里
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など、全

国的に有名な歴史・文化遺
い
産
さん
があります。

　さまざまな動植物が生まれ育ち、市街地から自動車
で30分ほどのところに飯
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縄
づな
山
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隠
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山
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などの豊
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　長野市の面積の約４分の３を占
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山
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豊
ゆた
かな自然は、観光や子育てなどの広い分野に活用で

きる資
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源
げん
といえます。

　長野県の県
けん
都
と
として、国や県の行政機関、スポーツ

施
し
設
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や文化・研究機関が集まっています。長野県北部

の中心として、商業施
し
設
せつ
や福
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・医
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療
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や学生の活力をまちづくりに活用することもできま
す。

▲鏡
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池
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▲年間降
こう
水
すい
量
りょう
と年間日照時間の都市別比

ひ
較
かく

　（1981年〜 2010年までの平均値）
　〈資

し
料
りょう
〉気象庁

ちょう
「気象統

とう
計
けい
情
じょう
報
ほう
」

▲長野市民病院▲松代藩
はん
真田十

じゅう
万
まん
石
ごく
まつり（松代）
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隠
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連
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国立公園…新
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潟
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岳
がく

地
ち

域
いき

にある国立公園のこと。平成27（2015）年に上
じょう

信
しん

越
えつ

高原国立公園から妙
みょう

高
こう

・戸
と

隠
がくし

高原地
ち

域
いき

が分
ぶん

離
り

・独
どく

立
りつ

して誕
たん

生
じょう
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さん
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アクセス

産　業

オリンピック

市民の力

※4　第三次産業…金
きん

融
ゆう

、保険、卸
おろし

売
うり

、小売、サービス業のこと。目に見えないサービスや情報などの生産を行う産業のこと。
※5　第二次産業…鉱工業・製造業・建設業のこと。第一次産業によって生産された生産物から加工物を作る産業のこと。
※6　第一次産業…農業・林業・水産業のこと。自然に働きかけて生産する産業のこと。

　北陸新幹線（長野経由）や高速道路などにより太平
洋側と日本海側を結ぶ拠点になっています。新幹線で
は東京から長野まで最速で80分ほどです。
　平成27（2015）年３月に新幹線が金沢まで開通した
ことにより、観光などで北陸地方との交流が活発になっ
てきています。他の市町村との今後の交流の広がりに
つなげることもできます。

　卸
おろし

・小売業や医
い

療
りょう

・福
ふく

祉
し

などの第三次産業※4が大部
分を占めていますが、第二次産業※5では、食料品、電子
部品などの製造業も盛んです。また、第一次産業※6で
は、りんご、もも、ぶどうなどの果実が市場から高く
評価されています。
　「長野市らしさ」という価値をより高められれば、市
場での競争力を一段と強くすることもできます。

　平成17（2005）年と平成22（2010）年の合
がっ

併
ぺい

で長
野市の区域が大きくなったことをきっかけに、地

ち

域
いき

住
民主体のまちづくりを積極的に支え助けていくまちづ
くりを進めています。
　この仕組みをますます充実し、よりよく改善するこ
とにより、市民や地

ち

域
いき

の力を活かしたまちづくりにつ 
なげることもできます。

　平成10（1998）年のオリンピック・パラリンピック
冬季競技大会などの開

かい

催
さい

により世界的に有名になりまし
た。冬季スポーツ競技の大会を行うことができる施

し

設
せつ

や
高いボランティア意識など、多くの財産があります。
　これらの財産を見つめ直し未来の世代へ受

う

け継
つ

ぐこ
とで、ふるさと長野市への誇

ほこ

りをさらに育て上げるこ
ともできます。

▲北陸新幹線E7系〈JR東日本提供〉

▲長野市の総生産の産業別構成比

▲長野オリンピックスタジアム（篠ノ井）

▲ゴミゼロ運動
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アクセス

産 業

オリンピック

市 民 の 力

　北陸新
しん
幹
かん
線
せん
（長野経

けい
由
ゆ
）や高速道路などにより太平

洋側と日本海側を結ぶ拠
きょ
点
てん
になっています。新

しん
幹
かん
線
せん
で

は東京から長野まで最速で80分ほどです。
　平成27（2015）年３月に新

しん
幹
かん
線
せん
が金沢まで開通し

たことにより、観光などで北陸地方との交流が活発に
なってきています。他の市町村との今後の交流の広が
りにつなげることもできます。

　卸
おろし
・小

こ
売
うり
業
ぎょう
や医

い
療
りょう
・福

ふく
祉
し
などの第三次産業※4が大部

分を占
し
めていますが、第二次産業※5では、食料品、電

子部品などの製
せい
造
ぞう
業
ぎょう
も盛

さか
んです。また、第一次産業※6

では、りんご、もも、ぶどうなどの果実が市
し
場
じょう
から高

く評
ひょう
価
か
されています。

　「長野市らしさ」という価
か
値
ち
をより高められれば、

市
し
場
じょう
での競争力を一

いち
段
だん
と強くすることもできます。

　平成10（1998）年のオリンピック・パラリンピッ
ク冬季競技大会などの開

かい
催
さい
により世界的に有名になり

ました。冬季スポーツ競技の大会を行うことができる
施
し
設
せつ
や高いボランティア意

い
識
しき
など、多くの財産があり

ます。
　これらの財産を見つめ直し未来の世代へ受け継

つ
ぐこ

とで、ふるさと長野市への誇
ほこ
りをさらに育て上げるこ

ともできます。	

　平成17（2005）年と平成22（2010）年の合
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併
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で

長野市の区
く
域
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が大きくなったことをきっかけに、地
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域
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住民主体のまちづくりを積極的に支
ささ
え助けていくまち

づくりを進めています。
　この仕組みをますます充

じゅう
実
じつ
し、よりよく改

かい
善
ぜん
するこ

とにより、市民や地
ち
域
いき
の力を活かしたまちづくりにつ

なげることもできます。

▲長野オリンピックスタジアム（篠
しの
ノ
の
井
い
）

▲	葛
かつら
山
やま
城
じょう
址
し
の草かり（芋

いも
井
い
）

▲北陸新
しん
幹
かん
線
せん
E7系

けい
〈JR東日本提

てい
供
きょう
〉

▲長野市の総生産の産業別構
こう
成
せい
比
ひ

　＜資
し
料
りょう
＞長野市役所企

き
画
かく
課
か
（平成25年度市民所得推

すい
計
けい
結果報告書）

※4 第三次産業…金
きん

融
ゆう

、保
ほ

険
けん

、卸
おろし

売
うり

、小
こ

売
うり

、サービス業のこと。目に見えないサービスや情
じょう

報
ほう

などの生産を行う産業のこと。

※5 第二次産業…鉱
こう

工
こう

業
ぎょう

・製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

・建
けん

設
せつ

業
ぎょう

のこと。第一次産業によって生産された生産物から加工物を作る産業のこと。

※6 第一次産業…農業・林業・水産業のこと。自然に働きかけて生産する産業のこと。

第一次産業
1.2%

第二次産業
19.5%

第三次産業
78.4%

＊分
ぶん
類
るい
不
ふ
能
のう
があるため、合計は 100％となりません。
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しの
ノ
の
井
い
）

▲	葛
かつら
山
やま
城
じょう
址
し
の草かり（芋

いも
井
い
）

▲北陸新
しん
幹
かん
線
せん
E7系

けい
〈JR東日本提

てい
供
きょう
〉

▲長野市の総生産の産業別構
こう
成
せい
比
ひ

　＜資
し
料
りょう
＞長野市役所企

き
画
かく
課
か
（平成25年度市民所得推

すい
計
けい
結果報告書）

※4 第三次産業…金
きん

融
ゆう

、保
ほ

険
けん

、卸
おろし

売
うり

、小
こ

売
うり

、サービス業のこと。目に見えないサービスや情
じょう

報
ほう

などの生産を行う産業のこと。

※5 第二次産業…鉱
こう

工
こう

業
ぎょう

・製
せい

造
ぞう

業
ぎょう

・建
けん

設
せつ

業
ぎょう

のこと。第一次産業によって生産された生産物から加工物を作る産業のこと。

※6 第一次産業…農業・林業・水産業のこと。自然に働きかけて生産する産業のこと。

第一次産業
1.2%

第二次産業
19.5%

第三次産業
78.4%

＊分
ぶん
類
るい
不
ふ
能
のう
があるため、合計は 100％となりません。

〈資料〉企画課（平成30年度市民所得推計結果報告書）

＊分類不能があるため、合計は 100%となりません。

第一次産業 第二次産業

第三次産業

1.2％ 19.7％

78.6％
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377,261 387,359

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050（年）

（人）

387,911 386,572 381,511 377,598 372,760 362,556 352,554 341,305 328,937 315,629 301,536

年少人口（0-14歳）　　　生産年齢人口   （15-64歳）　　　老年人口（65歳以上）

14.1％ 16.8％ 19.4％ 22.0％ 24.8％ 28.1％ 30.1％ 32.7％

※7

34.5％ 36.7％ 39.8％ 41.5％ 42.1％

67.1％ 66.7％ 65.3％ 63.4％ 60.8％ 57.4％ 57.9％ 56.0％ 54.8％ 52,.9％ 49.9％ 48.3％ 47.9％

18.7％ 16.4％ 15.2％ 14.6％ 14.0％ 13.0％ 11.9％ 11.3％ 10.8％ 10.4％ 10.3％ 10.2％ 10.0％

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050（年）

ねんれいさい さい さい

〜人口減少時代〜

今後のまちづくりで考えること今後のまちづくりで考えること

 長野市の総人口

長野市の年
ね ん

齢
れ い

３区分別人口

〈資料〉企画課
　　　　（2020年までは「国

こく

勢
せい

調
ちょう

査
さ

」、2025年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地
ち

域
いき

別将来推計人口」に準
じゅん

拠
きょ

した推計）

〈資料〉企画課
　　　　（2020年までは「国

こく

勢
せい

調
ちょう

査
さ

」、2025年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地
ち

域
いき

別将来推計人口」に準
じゅん

拠
きょ

した推計）
　　　　＊実績には、年

ねん

齢
れい

不
ふ

詳
しょう

が含
ふく

まれていないため、３区分の合計が必ずしも100%にはなりません。

※7　生産年
ねん

齢
れい

人口…働くことができる能力あるいは資格を持つ年
ねん

齢
れい

層
そう

で、日本では15歳
さい

から64歳
さい

の人口のこと。

　　　　　　　　　　　　上のグラフから気づいたことを書いてみよう!まちづくりワークシート

377,261 387,359

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050（年）

（人）

387,911 386,572 381,511 377,598 372,760 362,556 352,554 341,305 328,937 315,629 301,536

年少人口（0-14歳）　　　生産年齢人口   （15-64歳）　　　老年人口（65歳以上）

14.1％ 16.8％ 19.4％ 22.0％ 24.8％ 28.1％ 30.1％ 32.7％

※7

34.5％ 36.7％ 39.8％ 41.5％ 42.1％

67.1％ 66.7％ 65.3％ 63.4％ 60.8％ 57.4％ 57.9％ 56.0％ 54.8％ 52,.9％ 49.9％ 48.3％ 47.9％

18.7％ 16.4％ 15.2％ 14.6％ 14.0％ 13.0％ 11.9％ 11.3％ 10.8％ 10.4％ 10.3％ 10.2％ 10.0％

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050（年）

実  績

実  績

推  計

推  計

みんなが
生まれたころ

みんなが
20歳

さい

のころ
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目指すまちを実現するために目指すまちを実現するために

まちづくりの主役はみなさんです

 まちづくりのためのはじめの一歩

※8　パブリックコメント…�市の計画などを決めるときに、広く市民の意見を聞いて、まちづくりに活かそうとする仕組み。意見の募集は、
広報紙やホームページで行っています。

▲長野市ホームページ ▲ 松代中学校の清掃ボランティア ▲ 若者との意見交換

長野市の広報紙やホームページ
を見て長野市について調べる

思いを伝える・投票
市民のために 
仕事をする

計画や方針の説明

市役所の仕事の
チェック

市長に手紙を書く、パブリック 
コメント※8 で意見を言う

地
ち

域
いき

活動やボランティア活動に
参加する

6

まちづくりへの
意見・参加協力

計画や方
ほう
針
しん
の

説明

長野市の広
こう
報
ほう
紙
し
やホームページ

を見て市役所に取材をする

▲	長野市ホームページ ▲	松代中学校の清
せい
掃
そう
ボランティア ▲	みどりの移動市長室（三陽中学校）

地域活動やボランティア活動に
参加する

市長に手紙を書く、パブリック
コメント※8で意見を言う

活動の報告・
説明

<総
そう
合
ごう
計画>

目指すまちを実
じつ

現
げん

するために

まちづくりの主役はみなさんです

まちづくりのためのはじめの一歩

※8 パブリックコメント…市の計画などを決めるときに、広く市民の意見をきいて、まちづくりに活かそうとする仕組み。意見の募
ぼ

集
しゅう

は、広
こう

報
ほう

紙
し

やホームページ

で行っています。

“まちづくりの主役”
一人ひとりが主役となって
まちづくりに取り組みます

“市民の代表・
まちづくりの推

すい
進
しん
役”

市民の思いを市政に届
とど
けます

“市民を支
ささ
える

まちづくりの実行役”
市民の思いを市政に活かします

市　民

議　会 市役所

市民のために
仕事をする

市役所の
仕事のチェック

思いを伝える
・投票

6

まちづくりへの
意見・参加協力

計画や方
ほう
針
しん
の

説明

長野市の広
こう
報
ほう
紙
し
やホームページ

を見て市役所に取材をする

▲	長野市ホームページ ▲	松代中学校の清
せい
掃
そう
ボランティア ▲	みどりの移動市長室（三陽中学校）

地域活動やボランティア活動に
参加する

市長に手紙を書く、パブリック
コメント※8で意見を言う

活動の報告・
説明

<総
そう
合
ごう
計画>

目指すまちを実
じつ

現
げん

するために

まちづくりの主役はみなさんです

まちづくりのためのはじめの一歩

※8 パブリックコメント…市の計画などを決めるときに、広く市民の意見をきいて、まちづくりに活かそうとする仕組み。意見の募
ぼ

集
しゅう

は、広
こう

報
ほう

紙
し

やホームページ

で行っています。

“まちづくりの主役”
一人ひとりが主役となって
まちづくりに取り組みます

“市民の代表・
まちづくりの推

すい
進
しん
役”

市民の思いを市政に届
とど
けます

“市民を支
ささ
える

まちづくりの実行役”
市民の思いを市政に活かします

市　民

議　会 市役所

市民のために
仕事をする

市役所の
仕事のチェック

思いを伝える
・投票

“まちづくりの主役”

“市民の代表・
まちづくりの推進役”
市民の思いを市政に届けます 市民の思いを市政に活かします

一人ひとりが主役となって
まちづくりに取り組みます

“市民を支える
まちづくりの実行役”

市　民

議　会 市役所

6

まちづくりへの
意見・参加協力

計画や方
ほう
針
しん
の

説明

長野市の広
こう
報
ほう
紙
し
やホームページ

を見て市役所に取材をする

▲	長野市ホームページ ▲	松代中学校の清
せい
掃
そう
ボランティア ▲	みどりの移動市長室（三陽中学校）

地域活動やボランティア活動に
参加する

市長に手紙を書く、パブリック
コメント※8で意見を言う

活動の報告・
説明

<総
そう
合
ごう
計画>

目指すまちを実
じつ

現
げん

するために

まちづくりの主役はみなさんです

まちづくりのためのはじめの一歩

※8 パブリックコメント…市の計画などを決めるときに、広く市民の意見をきいて、まちづくりに活かそうとする仕組み。意見の募
ぼ

集
しゅう

は、広
こう

報
ほう

紙
し

やホームページ

で行っています。

“まちづくりの主役”
一人ひとりが主役となって
まちづくりに取り組みます

“市民の代表・
まちづくりの推

すい
進
しん
役”

市民の思いを市政に届
とど
けます

“市民を支
ささ
える

まちづくりの実行役”
市民の思いを市政に活かします

市　民

議　会 市役所

市民のために
仕事をする

市役所の
仕事のチェック

思いを伝える
・投票

6

まちづくりへの
意見・参加協力

計画や方
ほう
針
しん
の

説明

長野市の広
こう
報
ほう
紙
し
やホームページ

を見て市役所に取材をする

▲	長野市ホームページ ▲	松代中学校の清
せい
掃
そう
ボランティア ▲	みどりの移動市長室（三陽中学校）

地域活動やボランティア活動に
参加する

市長に手紙を書く、パブリック
コメント※8で意見を言う

活動の報告・
説明

<総
そう
合
ごう
計画>

目指すまちを実
じつ

現
げん

するために

まちづくりの主役はみなさんです

まちづくりのためのはじめの一歩

※8 パブリックコメント…市の計画などを決めるときに、広く市民の意見をきいて、まちづくりに活かそうとする仕組み。意見の募
ぼ

集
しゅう

は、広
こう

報
ほう

紙
し

やホームページ

で行っています。

“まちづくりの主役”
一人ひとりが主役となって
まちづくりに取り組みます

“市民の代表・
まちづくりの推

すい
進
しん
役”

市民の思いを市政に届
とど
けます

“市民を支
ささ
える

まちづくりの実行役”
市民の思いを市政に活かします

市　民

議　会 市役所

市民のために
仕事をする

市役所の
仕事のチェック

思いを伝える
・投票

6

まちづくりへの
意見・参加協力

計画や方
ほう
針
しん
の

説明

長野市の広
こう
報
ほう
紙
し
やホームページ

を見て市役所に取材をする

▲	長野市ホームページ ▲	松代中学校の清
せい
掃
そう
ボランティア ▲	みどりの移動市長室（三陽中学校）

地域活動やボランティア活動に
参加する

市長に手紙を書く、パブリック
コメント※8で意見を言う

活動の報告・
説明

<総
そう
合
ごう
計画>

目指すまちを実
じつ

現
げん

するために

まちづくりの主役はみなさんです

まちづくりのためのはじめの一歩

※8 パブリックコメント…市の計画などを決めるときに、広く市民の意見をきいて、まちづくりに活かそうとする仕組み。意見の募
ぼ

集
しゅう

は、広
こう

報
ほう

紙
し

やホームページ

で行っています。

“まちづくりの主役”
一人ひとりが主役となって
まちづくりに取り組みます

“市民の代表・
まちづくりの推

すい
進
しん
役”

市民の思いを市政に届
とど
けます

“市民を支
ささ
える

まちづくりの実行役”
市民の思いを市政に活かします

市　民

議　会 市役所

市民のために
仕事をする

市役所の
仕事のチェック

思いを伝える
・投票

まちづくり
 への意見・
参加協力

活動の報告・ 
説明

〈総合計画〉
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〜幸せを実感できる長野市をつくるために〜

長野市民の願い長野市民の願い

 まちづくりアンケートの結果〈令和３（2021）年10月実
じ っ

施
し

〉

住みよい長野市をつくるため、特に力を入れるべきだと思う施
せ

策
さく

を、45項目の
中から５つ選んでください。【長野市内に住む18歳

さい

以上の男女5,000人対象】

◆ アンケートの回収状況
〈資料〉広報広聴課

送付した数 構成比 回収した数 回収率
りつ

全　体 5,000 100.0% 3,355   答えたくない・
性別不明 67.1％

10 歳
さい

代 男性 31 0.6％ 25 3 80.6％
女性 34 0.7％ 24 70.6％

20 歳
さい

代 男性 280 5.6％ 110 3 39.3％
女性 248 5.0％ 125 50.4％

30 歳
さい

代 男性 291 5.8％ 151 9 51.9％
女性 303 6.1％ 188 62.0％

40 歳
さい

代 男性 418 8.4％ 234 2 56.0％
女性 389 7.8％ 302 77.6％

50 歳
さい

代 男性 425 8.5％ 273 4 64.2％
女性 399 8.0％ 287 71.9％

60 歳
さい

代 男性 360 7.2％ 273 3 75.8％
女性 375 7.5％ 317 84.5％

70 歳
さい

以上 男性 622 12.4％ 477 2 76.7％
女性 825 16.5％ 539 65.3％

年代不明 男性 ー ー 1 3 ー女性 ー

防災・減災対策の推進

介護などの高齢者福祉サービスの充実

バス・鉄道など利用しやすい公共交通の構築

子どもが安心して学べる支援体制の充実

市民ニーズを踏まえた行政サービスの提供

結婚、妊娠、出産、育児への継続的支援

農業の担い手づくりと農地の有効利用の推進

ポイ捨て、不法投棄、公害のない生活環境の保全

日常生活を支えるインフラの維持

学校教育の充実

勤労者の労働環境の整備

地域医療体制の充実

美しい景観やまちなみの形成

効果的で効率的な行財政運営の推進

豊かな自然環境の保全

豊富な観光資源を活用した観光振興

コンサートやスポーツ大会などの開催による誘客推進

温室効果ガス削減の取り組み

高齢者の社会参加と生きがいづくりの促進

交通安全対策の推進

32.0％
26.4％
25.4％
24.3％

21.0％
18.6％
17.1％

14.6％
14.2％
13.2％
12.2％
12.0％
10.5％
10.4％
10.1％
9.8％
9.4％
9.3％
9.0％
8.9％

0 5 10 15 20 25 30 35

1

2

3

4
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8

9

10
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12
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14

15

16

17

18

19

20

げんさい

かい  ご

し  えん

ふ

けっこん にんしん

ふ ほう とう き せいかつかんきょう

けいぞくてき し えん

こう れい しゃふく  し



8

※9　地
ち

域
いき

防災マップ…�自主防災組織ごとに、住民自らが災害のときの避
ひ

難
なん

する道すじ、危険な場所や避
ひ

難
なん

所
じょ

の位置などの情報を地図上に
表したもの。

長野市の主な取り組み

幸せを実感するための幸せを実感するための

みんなのまちづくり みんなのまちづくり ❶❶

防災・減
げ ん

災
さ い

対策の推進1

取り組み 内　容

減
げん

災
さい

  　  （災害時の被
ひ

害
がい

を
 　 　できるだけ小さくし、
 　 　被

ひ

害
がい

を速やかに
　  　回復すること）

  情報の収集・
伝達体制の整備

　たとえ災害が発生して被
ひ

害
がい

を受けた
としても、人の命が失われないことを
もっとも重視するとともに、財政的な
損失などを少なくします。

　防災情報や災害情報を的確か
つリアルタイムで収集・分析
し、状況に応じた対応が速やか
にできる体制を強化します。

【具体的な事業】
　◇防災マップの作成・配布
　◇ハザードマップの作成・配布
　◇わが家の避

ひ

難
なん

行動確認シートの周知・作成支
し

援
えん

　◇出前講座

【具体的な事業】
　◇総合防災情報システムの整備
　◇災害に強い防災行政無線の整備
　◇スマートフォン用アプリ長野市防災ナビの運用

13

幸せを実感するための
みんなのまちづくり④

防
ぼう
災
さい
対
たい
策
さく
の推

すい
進
しん
 

☀︎ 地
じ
震
しん
や洪

こう
水
ずい
などの災

さい
害
がい
に備

そな
えて、被

ひ
害
がい
ができる限

かぎ
り少なくなるように、体

たい
制
せい
や準

じゅん
備
び
を整えます。

＜資
し
料
りょう
＞長野市役所危

き
機
き
管
かん
理
り
防
ぼう
災
さい
課
か
、消

しょう
防
ぼう
局
きょく
警
けい
防
ぼう
課
か

アンケート

10位

【地
ち
域
いき
防
ぼう
災
さい
マップ※14作成率

りつ
と防

ぼう
災
さい
訓練実

じっ
施
し
率
りつ
】

100%
85.0% 89.7% 91.6%

83.1% 85.6% 87.1%

65.8%64.0%

防災訓練実施率

59.3%

44.5%

24.5%

16.3%

80%

60%

40%

20%

0%
2010年度 2012年度 2014年度 2015年度2013年度2011年度

地域防災マップ作成率

長野市の主な取り組み

取り組み 内　　容

減
げん
災
さい

（災
さい
害
がい
時
じ
の被

ひ
害
がい
を

できる限
かぎ
り小さく

し、被
ひ
害
がい
を速やか

に回
かい
復
ふく
すること）

　たとえ災
さい
害
がい
が発生して被

ひ
害
がい
を受けたとして

も、人の命が失われないことをもっとも重
じゅう
視
し
す

るとともに、財
ざい
政
せい
的
てき
な損

そん
失
しつ
などを少なくします。

【具体的な事業】
　◇建物の耐

たい
震
しん
診
しん
断
だん
、耐

たい
震
しん
化
か
率
りつ
の向上

　◇防
ぼう
災
さい
マップなどによる危

き
険
けん
箇
か
所
しょ
の周知 ▲	防

ぼう
災
さい
マップ（古牧・吉田・朝陽・柳

やなぎ
原
はら
）

情報の収
しゅう
集
しゅう
・

伝達体
たい
制
せい
の整

せい
備
び

	▲	総
そう
合
ごう
防
ぼう
災
さい
情
じょう
報
ほう
システム

　防
ぼう
災
さい
情
じょう
報
ほう
や災

さい
害
がい
情
じょう
報
ほう
を的

てき
確
かく
かつリアルタイムで収

しゅう
集
しゅう
・分
ぶん
析
せき
し、

状
じょう
況
きょう
に応
おう
じた対

たい
応
おう
が速やかに実

じっ
施
し
できる体

たい
制
せい
を強くします。

【具体的な事業】
　◇総

そう
合
ごう
防
ぼう
災
さい
情
じょう
報
ほう
システムの整

せい
備
び

　◇災
さい
害
がい
に強い防

ぼう
災
さい
行政無線の整

せい
備
び

自
じ
助
じょ
、互

ご
助
じょ
・

共
きょう
助
じょ
※16による

被
ひ
害
がい
の軽

けい
減
げん

　住民自らが「自分の身は自分で守る」という意
い
識
しき
を持った防

ぼう

災
さい
対
たい
策
さく
と自

じ
主
しゅ
防
ぼう
災
さい
組
そ
織
しき
による活動により、被

ひ
害
がい
を少なくします。

【具体的な事業】
　◇自

じ
主
しゅ
防
ぼう
災
さい
組
そ
織
しき
の育成・訓練

　◇広
こう
報
ほう
や講

こう
習
しゅう
会
かい
による啓

けい
発
はつ
	 	▲	長野市水

すい
防
ぼう
訓練

地
ち
域
いき
防
ぼう
災
さい
マップは、地区の自主

防
ぼう
災
さい
組
そ
織
しき
※15で作成しているよ!

※14 地
ち

域
いき

防
ぼう

災
さい

マップ ……自
じ

主
しゅ

防
ぼう

災
さい

組
そ

織
しき

ごとに、住民自らが災
さい

害
がい

のときの避
ひ

難
なん

する道すじ、危
き

険
けん

な場所や避
ひ

難
なん

所
じょ

の位置などの情
じょう

報
ほう

を地図上に表したもの。

※15 自
じ

主
しゅ

防
ぼう

災
さい

組
そ

織
しき

 ………災
さい

害
がい

に対して、地
ち

域
いき

住民が自分たちの地
ち

域
いき

は自分たちで守るために、住民自らの意思によりつくった組
そ

織
しき

のこと。

※16 自
じ

助
じょ

、互
ご

助
じょ

・共
きょう

助
じょ

 …自
じ

助
じょ

：自分で自分を助けること。　互
ご

助
じょ

・共
きょう

助
じょ

：家族、会社や地
ち

域
いき

で共に助け合うこと。

▲�わが家の避
ひ

難
なん

行動
確認シート

▲�長野市防災ナビ

▲�総合防災情報
システム

◆ 地
じ

震
しん

や洪
こう

水
ずい

などの災害に備えて、被
ひ

害
がい

ができる限り少なくなるように、体制や準備を整えます。

地
ち

域
いき

防災マップ※9作成率
りつ

と防災訓練実
じっ

施
し

率
りつ

資料：危機管理防災課、警防課

H28 H29 H30 R1 R2

77.2
87.3

地域防災マップ作成率 防災訓練実施率

82.1

68.9

77.8

100
90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

（％）

（年度）

76.476.4
55.055.0

85.185.1

74.474.4
65.865.8
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【具体的な事業】
　◇自主防災組織の育成・訓練
　◇広報や講習会・出前講座による啓

けい

発
はつ

▲�長野市水防訓練

取り組み 内　容

 自助、互助・
共助※10による
被

ひ

害
が い

の軽減

災害時備
び

蓄
ち く

品

　災害時に必要となる食料、日常生活用
品、避

ひ

難
なん

所
じょ

整備品、救急用品などの備
び

蓄
ちく

を計画的に進めています。

▶防災倉庫

◆ 災害発生日　令和元年10月12日（土）
　 ※堤

て い

防
ぼ う

の決
け っ

壊
か い

は13日（日）
◆ 浸

し ん

水
す い

した面積　約1,541ha　（エムウェーブ492個分）
◆ 浸

し ん

水
す い

した深さ　最大約4.3ｍ（推定）
◆ 浸

し ん

水
す い

した地区　長沼、豊野、古里、篠ノ井、松代、若穂
◆ 長野市の被

ひ

害
が い

額　1,108億9,000万円（令和２年３月19日時点）
◆ 被

ひ

害
が い

の状況（令和３年３月31日時点）

◆ 避
ひ

難
な ん

所
じ ょ

の状況　令和元年10月12日から開設

◆ 避
ひ

難
な ん

者
し ゃ

数
す う

　ピーク時　6,191人
◆ 全避

ひ

難
な ん

所
じ ょ

の閉
へ い

鎖
さ

　令和元年12月20日

令和元年東日本台風

死者 15人（災害関連死13人を含
ふく

む）
重症 ２人
軽傷 92人

住宅全
ぜん

壊
かい 1,038世帯

住宅大規模半
はん

壊
かい 383世帯

住宅半
はん

壊
かい 1,428世帯

住宅一部損
そん

壊
かい 1,447世帯

長野市が設置した避
ひ

難
なん

所
じょ

31カ所
その他の自主避

ひ

難
なん

所
じょ

23カ所

※10　自助、互助・共助…自助：自分で自分を助けること。　互助・共助：家族、会社や地
ち

域
いき

で共に助け合うこと。
※11　自主防災組織………災害に対して、地

ち

域
いき

住民が自分たちの地
ち

域
いき

は自分たちで守るために、住民自らの意思によりつくった組織のこと。

　住民自ら「自分の身は自分で守る」という
意識を持った防災対策と自主防災組織※11に
よる活動により、被

ひ

害
がい

を少なくします。

13

幸せを実感するための
みんなのまちづくり④

防
ぼう
災
さい
対
たい
策
さく
の推

すい
進
しん
 

☀︎ 地
じ
震
しん
や洪
こう
水
ずい
などの災

さい
害
がい
に備

そな
えて、被

ひ
害
がい
ができる限

かぎ
り少なくなるように、体

たい
制
せい
や準

じゅん
備
び
を整えます。

＜資
し
料
りょう
＞長野市役所危

き
機
き
管
かん
理
り
防
ぼう
災
さい
課
か
、消

しょう
防
ぼう
局
きょく
警
けい
防
ぼう
課
か

アンケート

10位

【地
ち
域
いき
防
ぼう
災
さい
マップ※14作成率

りつ
と防

ぼう
災
さい
訓練実

じっ
施
し
率
りつ
】

100%
85.0% 89.7% 91.6%

83.1% 85.6% 87.1%

65.8%64.0%

防災訓練実施率

59.3%

44.5%

24.5%

16.3%

80%

60%

40%

20%

0%
2010年度 2012年度 2014年度 2015年度2013年度2011年度

地域防災マップ作成率

長野市の主な取り組み

取り組み 内　　容

減
げん
災
さい

（災
さい
害
がい
時
じ
の被

ひ
害
がい
を

できる限
かぎ
り小さく

し、被
ひ
害
がい
を速やか

に回
かい
復
ふく
すること）

　たとえ災
さい
害
がい
が発生して被

ひ
害
がい
を受けたとして

も、人の命が失われないことをもっとも重
じゅう
視
し
す

るとともに、財
ざい
政
せい
的
てき
な損
そん
失
しつ
などを少なくします。

【具体的な事業】
　◇建物の耐

たい
震
しん
診
しん
断
だん
、耐
たい
震
しん
化
か
率
りつ
の向上

　◇防
ぼう
災
さい
マップなどによる危

き
険
けん
箇
か
所
しょ
の周知 ▲	防

ぼう
災
さい
マップ（古牧・吉田・朝陽・柳

やなぎ
原
はら
）

情報の収
しゅう
集
しゅう
・

伝達体
たい
制
せい
の整

せい
備
び

	▲	総
そう
合
ごう
防
ぼう
災
さい
情
じょう
報
ほう
システム

　防
ぼう
災
さい
情
じょう
報
ほう
や災
さい
害
がい
情
じょう
報
ほう
を的
てき
確
かく
かつリアルタイムで収

しゅう
集
しゅう
・分
ぶん
析
せき
し、

状
じょう
況
きょう
に応
おう
じた対

たい
応
おう
が速やかに実

じっ
施
し
できる体

たい
制
せい
を強くします。

【具体的な事業】
　◇総

そう
合
ごう
防
ぼう
災
さい
情
じょう
報
ほう
システムの整

せい
備
び

　◇災
さい
害
がい
に強い防

ぼう
災
さい
行政無線の整

せい
備
び

自
じ
助
じょ
、互

ご
助
じょ
・

共
きょう
助
じょ
※16による

被
ひ
害
がい
の軽
けい
減
げん

　住民自らが「自分の身は自分で守る」という意
い
識
しき
を持った防

ぼう

災
さい
対
たい
策
さく
と自

じ
主
しゅ
防
ぼう
災
さい
組
そ
織
しき
による活動により、被

ひ
害
がい
を少なくします。

【具体的な事業】
　◇自

じ
主
しゅ
防
ぼう
災
さい
組
そ
織
しき
の育成・訓練

　◇広
こう
報
ほう
や講
こう
習
しゅう
会
かい
による啓

けい
発
はつ
	 	▲	長野市水

すい
防
ぼう
訓練

地
ち
域
いき
防
ぼう
災
さい
マップは、地区の自主

防
ぼう
災
さい
組
そ
織
しき
※15で作成しているよ!

※14 地
ち

域
いき

防
ぼう

災
さい

マップ ……自
じ

主
しゅ

防
ぼう

災
さい

組
そ

織
しき

ごとに、住民自らが災
さい

害
がい

のときの避
ひ

難
なん

する道すじ、危
き

険
けん

な場所や避
ひ

難
なん

所
じょ

の位置などの情
じょう

報
ほう

を地図上に表したもの。

※15 自
じ

主
しゅ

防
ぼう

災
さい

組
そ

織
しき

 ………災
さい

害
がい

に対して、地
ち

域
いき

住民が自分たちの地
ち

域
いき

は自分たちで守るために、住民自らの意思によりつくった組
そ

織
しき

のこと。

※16 自
じ

助
じょ

、互
ご

助
じょ

・共
きょう

助
じょ

 …自
じ

助
じょ

：自分で自分を助けること。　互
ご

助
じょ

・共
きょう

助
じょ

：家族、会社や地
ち

域
いき

で共に助け合うこと。
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　　　　　　　　　　　　防災についてできることや、これから調べてみたいことを書いてみよう！まちづくりワークシート

◆ ボランティアセンターの設置

◆ ボランティア活動の延べ人数　64,705人

◆ その他ボランティア
　農業、炊き出し、医

い

療
りょう

、保健、福
ふ く

祉
し

関係など多
くのボランティアの方々にご支

し

援
え ん

いただきました。

◆ 救助活動
　発災直後は、人命救助活動を最優先に進めまし
た。上空からは、自衛隊ヘリ、警察ヘリ、消防ヘ
リ等により372人を救出のほか、地上からも救助
ボート等により約1,700人の方々を救出しました。

◆ 教科書や学用品等
　教科書や学用品を無くした児童生徒に対して、
教科書や学用品を給与し、児童生徒の学習環

か ん

境
きょう

の
早期回復につとめました。

◆ 通学支
し

援
え ん

　児童生徒が避
ひ

難
な ん

先
から学校に通えるよ
うスクールバス・タク
シーを運行しました。

◆ こころのケア
　被災した児童生徒のこころのケアのため、被災
直後から児童生徒の実態調査を行い、スクールカ
ウンセラーやスクールソーシャルワーカー※12を学
校に派遣しました。

◆ 災害廃
は い

棄
き

物
ぶ つ

　アクアパル千曲や運動場などの仮置き場では、
家庭から出た災害
廃
は い

棄
き

物
ぶ つ

の受入を行
い、合計搬入台数
は90,615台（ う ち
公費解体分24,812
台）となりました。

◆ 治
ち

水
す い

対策※13

　信濃川水系（千曲川）緊
き ん

急
きゅう

治
ち

水
す い

プロジェクトに
より、河川が流れる地

ち

域
い き

の関係機関（国、県、市
町村）が連携して、河川整備などを進めています。

令和元年
10月14日（月）

長野市災害ボランティアセ
ンター本部を開設

令和元年
10月15日（火）～

南部および北部災害ボラン
ティアセンターを設置
篠ノ井、松代、豊野、長沼
など各サテライトを設置

令和２年
２月29日（土）

新型コロナウイルス感染拡
大により活動停止

令和２年
３月31日（火）

長野市災害ボランティア
センターを閉

へい

鎖
さ

※12　スクールソーシャルワーカー…児童生徒が置かれたさまざまな環
かん

境
きょう

の問題に働きかけ、解決を目指す人。
※13　治

ち
水
すい

対策…………………………川などを工事して洪
こう

水
ずい

などの災害が起きないようにすること。
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幸せを実感するための幸せを実感するための

みんなのまちづくり みんなのまちづくり ❷❷

長野市の主な取り組み

取り組み 内　容

介
か い

護
ご

保険制度

老人クラブ活動の推進

地
ち

域
い き

包
ほ う

括
か つ

支
し

援
え ん

センター・
在宅介

か い

護
ご

支
し

援
え ん

センター

介
か い

護
ご

予防クラブ
（はつらつ倶

く

楽
ら

部
ぶ

）

◆ 長野市では、介
かい

護
ご

予防につながる社会参加や生きがいづくりの場を提供しています。

介
か い

護
ご

などの高
こ う

齢
れ い

者
し ゃ

福
ふ く

祉
し

サービスの充実2

▲健康づくり推進フェスティバル

▶はつらつ倶
く

楽
ら

部
ぶ

　老人クラブは高
こう

齢
れい

者
しゃ

の自主的な集まりで
あり、地

ち

域
いき

ごとに俳句・手芸などの趣味の活
動や、しめ縄・神楽などの伝統文化を次の世
代に引き継ぐための活動を行っています。
　市では老人クラブの活動に対して、補

ほ

助
じょ

金
を交付するなどして支

し

援
えん

をしています。

　介
かい

護
ご

を必要とする人やその家族が抱える介
かい

護
ご

の不安や負担を社会全体で支え合
うことを目的とした社会保険制度です。40歳以上の人が保険料を負担しています。
　サービスを利用できる人は、主に65歳以上で専門的な介

かい

護
ご

や支
し

援
えん

が必要である
と認定された人です。

　高
こう

齢
れい

者
しゃ

の皆さんが安心して住み慣れた地
ち

域
いき

で暮らし続けるために、介
かい

護
ご

や保健・
医
い

療
りょう

などの総合的な相談を行う窓口です。
　市内に地

ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

支
し

援
えん

センターが21カ所、在宅介
かい

護
ご

支
し

援
えん

センターが４カ所あります。

　高
こう

齢
れい

者
しゃ

同士で楽しみながら体操や脳トレ・
レクリエーションを行う自主グループで
す。市ではグループの立ち上げと継

けい

続
ぞく

を支
し

援
えん

しています。

▲リハビリテーション ▲食事介
かい

助
じょ

▲入浴介
かい

助
じょ
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取り組み 内　容

おでかけパスポート事業

かがやきひろば
（老人福

ふく

祉
し

センター・
ふれあい交流広場）、

シニアアクティブルーム

いこいの家（老人憩
いこい

の家）

　　　　　　　　　　　　介
か い

護
ご

などの高
こ う

齢
れ い

者
し ゃ

福
ふ く

祉
し

サービスについて調べてみよう！まちづくりワークシート

※14　教養………学問、知識をしっかり身につけることによって得られる心の豊かさ。
※15　保

ほ
持
じ

増
ぞう

進
しん
…よりよい健康状態を目指すこと。

　70歳以上の高
こう

齢
れい

者
しゃ

を対象として、
路線バスをお得に乗ることができる
「お出かけパスポート」を発行して
います。
　買い物や趣

しゅ

味
み

、地
ち

域
いき

活動などに出
かけやすい地

ち

域
いき

づくりをとおして、
お年寄りの健康づくり、生きがいづ
くり、積極的な社会参加へとつなげ
ていきます。

　体操・カラオケなど高
こう

齢
れい

者
しゃ

の健康
増進を目的とした講座や、書道・歴
史探求など高

こう

齢
れい

者
しゃ

の教養※14の向上を
目的とした講座を行う施

し

設
せつ

です。地
ち

域
いき

の福
ふく

祉
し

活動の場として、施
し

設
せつ

の貸
出しも行っています。

　60歳以上の市民を対象とした、相
そう

互
ご

交流、教養の向上、レクリエーション、入
浴などができる施

し

設
せつ

です。心身の健康の保
ほ

持
じ

増
ぞう

進
しん

※15を図っています。
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幸せを実感するための幸せを実感するための

みんなのまちづくり みんなのまちづくり ❸❸

バス・鉄道など利用しやすい公共交通の構
こ う

築
ち く3

◆ �移動したい人が動けるように、公共交通を維持し、自動車
に頼りすぎないようにします。

◆ �自動車免
めん

許
きょ

を持たない学生や高
こう

齢
れい

者
しゃ

が移動できるように、
公共交通をしっかりと守ります。

長野市内のバス路線図 ＜令和４（2022）年４月１日時点＞

▲長野駅を発着する
　「中心市

し

街
がい

地
ち

ぐるりん号」

市バス戸隠

市バス鬼無里

すざくら号

あさかわ号

豊野３線

長沼線

川後線

かつら号新じんば号
市バス中条

市バス信州新町

篠ノ井新町線

市バス大岡篠ノ井線

大岡ハッピー号

すずらん号
大室線

横田塩崎線

赤柴線

金井山線

綿内線

大豆島保科温泉線

ぐぐるるりりんん

東東北北ぐぐるるりりんん

松代西条線

西長野･上松線

安茂里線

篠篠ノノ井井ぐぐるるりりんん

篠ノ井共和線

のぶさと号

茶茶臼臼山山動動物物園園線線
松代観光地線

若里更北線川中島線

松代篠ノ井線

屋屋代代線線

（（須須坂坂駅駅～～屋屋代代駅駅））

綿綿内内屋屋島島線線

（（長長野野駅駅～～綿綿内内駅駅））

小市線

犀北団地線

北屋島線

市営バス

循環コミュニティバス

乗合タクシー等

中山間地域乗合タクシー

廃止代替バス

屋屋代代線線代代替替等等路路線線JR篠ノ井線 しなの鉄道線

北しなの線

北陸新幹線（長野経由）

JR飯山線

長野電鉄長野線

長野市が委託や補
ほ

助
じょ

して
運行している路線

バス会社が運行している路線

バス会社の自主運行路線 ▶ 31路線 長野市が関係している路線 ▶ 69路線
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　　　　　　　　　　　　公共交通について調べてみたいことを書いてみよう！まちづくりワークシート

長野市の主な取り組み

取り組み 内　容

公共交通に対する
補
ほ

助
じょ

・支
し

援
えん

利用しやすい公共交通

公共交通の利用のすすめ

10

長野市の主な取り組み

取り組み 内　　　　　容

公共交通に対する
補
ほ
助
じょ
・支

し
援
えん

　地
ち
域
いき
の公共交通を守るため、長野市がバスを

走らせたり、赤字分を補
ほ
助
じょ
・支

し
援
えん
しています。

【補
ほ
助
じょ
・支

し
援
えん
しているお金】

　約2億8,000万円＜平成28(2016)年度＞
　鉄道には、安全に運行するための設

せつ
備
び
などを

支
し
援
えん
しています。

▲	ろくもん〈しなの鉄道提
てい
供
きょう
〉

利用しやすい公共交通

　公共交通を利用しやすくしていま
す。

　▲	KURURUとチャージ機

【具体的な事業】	
◇バス共通ICカード「KURURU(くるる)」
を導

どう
入
にゅう
して、乗車運

うん
賃
ちん
の支払いの手間を

軽くしています。
◇利用しやすい路線に変

へん
更
こう
したり、バリア

フリー※12化を進めています。
◇バスや鉄道のルート・時

じ
刻
こく
表
ひょう
を調べるこ

とができるスマートフォンアプリ「信州
ナビ」を提

てい
供
きょう
しています（長野県作成）。

公共交通の利用のすすめ
　たくさんの人に公共交通を利用してもらえる
よう呼びかけています。
【具体的な事業】
◇小学２年生の児童向けの「バス乗り方教室」
を行っています。
◇市民一人ひとりが、あと２回バスに乗ると、
バス運行の赤字がほとんどなくなることを
知ってもらうため、「もう２回バス乗車運動」
を行っています。

▲	バス乗り方教室

※12 バリアフリー…障
しょう

害
がい

者
しゃ

や高
こう

齢
れい

者
しゃ

の生活に不
ふ

便
べん

な段
だん

差
さ

などの障
しょう

害
がい

物
ぶつ

を取り除
のぞ

いていくこと。

まちづくりワークシート 公共交通について調べてみたいことを書いてみよう！

☆最
も
寄
よ
りのバス停や駅はどこかな？

☆乗車運
うん
賃
ちん
はいくらかな？

10

長野市の主な取り組み

取り組み 内　　　　　容

公共交通に対する
補
ほ
助
じょ
・支

し
援
えん

　地
ち
域
いき
の公共交通を守るため、長野市がバスを

走らせたり、赤字分を補
ほ
助
じょ
・支

し
援
えん
しています。

【補
ほ
助
じょ
・支

し
援
えん
しているお金】

　約2億8,000万円＜平成28(2016)年度＞
　鉄道には、安全に運行するための設

せつ
備
び
などを

支
し
援
えん
しています。

▲	ろくもん〈しなの鉄道提
てい
供
きょう
〉

利用しやすい公共交通

　公共交通を利用しやすくしていま
す。

　▲	KURURUとチャージ機

【具体的な事業】	
◇バス共通ICカード「KURURU(くるる)」
を導

どう
入
にゅう
して、乗車運

うん
賃
ちん
の支払いの手間を

軽くしています。
◇利用しやすい路線に変

へん
更
こう
したり、バリア

フリー※12化を進めています。
◇バスや鉄道のルート・時

じ
刻
こく
表
ひょう
を調べるこ

とができるスマートフォンアプリ「信州
ナビ」を提

てい
供
きょう
しています（長野県作成）。

公共交通の利用のすすめ
　たくさんの人に公共交通を利用してもらえる
よう呼びかけています。
【具体的な事業】
◇小学２年生の児童向けの「バス乗り方教室」
を行っています。
◇市民一人ひとりが、あと２回バスに乗ると、
バス運行の赤字がほとんどなくなることを
知ってもらうため、「もう２回バス乗車運動」
を行っています。

▲	バス乗り方教室

※12 バリアフリー…障
しょう

害
がい

者
しゃ

や高
こう

齢
れい

者
しゃ

の生活に不
ふ

便
べん

な段
だん

差
さ

などの障
しょう

害
がい

物
ぶつ

を取り除
のぞ

いていくこと。

まちづくりワークシート 公共交通について調べてみたいことを書いてみよう！

☆最
も
寄
よ
りのバス停や駅はどこかな？

☆乗車運
うん
賃
ちん
はいくらかな？

10

長野市の主な取り組み

取り組み 内　　　　　容

公共交通に対する
補
ほ
助
じょ
・支

し
援
えん

　地
ち
域
いき
の公共交通を守るため、長野市がバスを

走らせたり、赤字分を補
ほ
助
じょ
・支

し
援
えん
しています。

【補
ほ
助
じょ
・支

し
援
えん
しているお金】

　約2億8,000万円＜平成28(2016)年度＞
　鉄道には、安全に運行するための設

せつ
備
び
などを

支
し
援
えん
しています。

▲	ろくもん〈しなの鉄道提
てい
供
きょう
〉

利用しやすい公共交通

　公共交通を利用しやすくしていま
す。

　▲	KURURUとチャージ機

【具体的な事業】	
◇バス共通ICカード「KURURU(くるる)」
を導

どう
入
にゅう
して、乗車運

うん
賃
ちん
の支払いの手間を

軽くしています。
◇利用しやすい路線に変

へん
更
こう
したり、バリア

フリー※12化を進めています。
◇バスや鉄道のルート・時

じ
刻
こく
表
ひょう
を調べるこ

とができるスマートフォンアプリ「信州
ナビ」を提

てい
供
きょう
しています（長野県作成）。

公共交通の利用のすすめ
　たくさんの人に公共交通を利用してもらえる
よう呼びかけています。
【具体的な事業】
◇小学２年生の児童向けの「バス乗り方教室」
を行っています。
◇市民一人ひとりが、あと２回バスに乗ると、
バス運行の赤字がほとんどなくなることを
知ってもらうため、「もう２回バス乗車運動」
を行っています。

▲	バス乗り方教室

※12 バリアフリー…障
しょう

害
がい

者
しゃ

や高
こう

齢
れい

者
しゃ

の生活に不
ふ

便
べん

な段
だん

差
さ

などの障
しょう

害
がい

物
ぶつ

を取り除
のぞ

いていくこと。

まちづくりワークシート 公共交通について調べてみたいことを書いてみよう！

☆最
も
寄
よ
りのバス停や駅はどこかな？

☆乗車運
うん
賃
ちん
はいくらかな？

10

長野市の主な取り組み

取り組み 内　　　　　容

公共交通に対する
補
ほ
助
じょ
・支

し
援
えん

　地
ち
域
いき
の公共交通を守るため、長野市がバスを

走らせたり、赤字分を補
ほ
助
じょ
・支

し
援
えん
しています。

【補
ほ
助
じょ
・支

し
援
えん
しているお金】

　約2億8,000万円＜平成28(2016)年度＞
　鉄道には、安全に運行するための設

せつ
備
び
などを

支
し
援
えん
しています。

▲	ろくもん〈しなの鉄道提
てい
供
きょう
〉

利用しやすい公共交通

　公共交通を利用しやすくしていま
す。

　▲	KURURUとチャージ機

【具体的な事業】	
◇バス共通ICカード「KURURU(くるる)」
を導

どう
入
にゅう
して、乗車運

うん
賃
ちん
の支払いの手間を

軽くしています。
◇利用しやすい路線に変

へん
更
こう
したり、バリア

フリー※12化を進めています。
◇バスや鉄道のルート・時

じ
刻
こく
表
ひょう
を調べるこ

とができるスマートフォンアプリ「信州
ナビ」を提

てい
供
きょう
しています（長野県作成）。

公共交通の利用のすすめ
　たくさんの人に公共交通を利用してもらえる
よう呼びかけています。
【具体的な事業】
◇小学２年生の児童向けの「バス乗り方教室」
を行っています。

◇市民一人ひとりが、あと２回バスに乗ると、
バス運行の赤字がほとんどなくなることを
知ってもらうため、「もう２回バス乗車運動」
を行っています。

▲	バス乗り方教室

※12 バリアフリー…障
しょう

害
がい

者
しゃ

や高
こう

齢
れい

者
しゃ

の生活に不
ふ

便
べん

な段
だん

差
さ

などの障
しょう

害
がい

物
ぶつ

を取り除
のぞ

いていくこと。

まちづくりワークシート 公共交通について調べてみたいことを書いてみよう！

☆最
も
寄
よ
りのバス停や駅はどこかな？

☆乗車運
うん
賃
ちん
はいくらかな？

　地
ち

域
いき

の公共交通を守るため、長野市がバスを
走らせたり、運行費を補

ほ

助
じょ

・支
し

援
えん

しています。
【補

ほ

助
じょ

・支
し

援
えん

しているお金】
　約３億3,000万円 ＜令和３（2021）年度＞
　鉄道には、安全に運行するための設

せつ

備
び

などを
支
し

援
えん

しています。

　たくさんの人に公共交通を利用してもら
えるよう呼びかけています。
【具体的な事業】
◇�バスを身近に感じてもらえるように、小学

校で「バスの乗り方教室」を行っています。
◇�バスがどこを通っているか

わかるように、「長野市内バ
スマップ」を作っています。

【具体的な事業】
◇�バスの運賃の支払いが簡単にできるよう

に、バス共通ICカード「KURURU（くる
る）」を発行しています。

　�ICカードをバス車内の機械にタッチする
だけで運賃を払うことができます。

◇�スマートフォンで、乗りたいバスが今どこ
を走っているのか調べることができる「信
州ナビ」を提供しています。

　公共交通を利用しやすくして
います。

▲SR１系〈しなの鉄道提供〉

▲KURURU とチャージ機

▲バスの乗り方教室
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　　　　　　　　　　　　子どもが安心して学べる支
し

援
え ん

体制について調べてみよう！まちづくりワークシート

幸せを実感するための幸せを実感するための

みんなのまちづくり みんなのまちづくり ❹❹

子どもが安心して学べる支
し

援
え ん

体制の充実4
◆ 障害のある子どもが生き生きと学校生活を送れるように支

し

援
えん

する体制づくりをしています。
◆ 学校、保護者、地

ち

域
いき

住民、事業所等が協力して、子どもたちの豊かな成長を支えます。
◆ �遠

えん

距
きょ

離
り

から通学する児童生徒の皆さんに対する通学費や就学費用にお困りの保護者の皆さん
に対する学校給食費や学用品費等を支給しています。

取り組み 内　容

特別支
し

援
えん

教育／
医
い

療
りょう

的ケア体制
の充実

コミュニティスクール
の広がり

　他人との意思疎通や対人関係の形成に苦手さが
あったり、日常生活を営むのに支

し

援
えん

が必要であった
りするなど、特別な教育的ニーズのある子どもや、
日常的に医

い

療
りょう

的なケアを必要とする子ども（医
い

療
りょう

的
ケア児※等）が、安心・安全に学校生活を送れるよ
うに、生活や学習を支

し

援
えん

する人（特別支
し

援
えん

教育に
かかわる支

し

援
えん

員や医
い

療
りょう

的ケアを行う看護職員）を、
ニーズに合わせて配置しています。

※医
い

療
りょう

的ケア児：�生活をする中で、病院以外の場所での医
い

療
りょう

的ケア（“たんの吸引”や口から食事がとれ
ない子どもに対しチューブを使って胃に直接栄養を送る“経管栄養” など）を日常的
に必要とする子どものこと

　学校、保護者、地
ち

域
いき

住民、事業所等で構成さ
れる学校運営委員会で、子どもの育ちについて
共に話し合い、それぞれの役割をはっきりさせ
て子どもたちの豊かな成長を支えていく「長野
市コミュニティスクール」を、全小・中学校で
取り入れて、子どもたちを応援しています。

◀「朝Hello」
　�朝の始業前の地

ち
域
いき

の方による読み聞かせやさま
ざまな活動、お話など（長野市立城山小学校）
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幸せを実感するための幸せを実感するための

みんなのまちづくり みんなのまちづくり ❺❺

　　　　　　　　　　　　市民ニーズを踏
ふ

まえた行政サービスについて調べてみよう！まちづくりワークシート

市民ニーズを踏
ふ

まえた行政サービスの提供5
◆ �窓口サービスのデジタル化など、市民の皆さんが便利に使えるシステムを提供しています。

取り組み 内　容

キャッシュレス
導入

長野市LINE
公式アカウント

ネコの目
システム

事前申
しん

請
せい

システム

　PayPay、LINEPayの取
り扱いを開始しました。
　窓口で支払う手数料、博
物館などの入館料、市税な
どを支払うことができます。

　長野市LINE公式アカウントでは、
住民票などの手続き方法やごみの出
し方を調べることができるほか、子
育てやイベント情報などカテゴリに
合わせた情報を配信しています。

　スマートフォン等から市民窓口課
の窓口混雑状況を、リアルタイムで確
認できるシステムです。空いている
時間帯を確認して来庁いただくこと
で、待ち時間の短縮につながります。

　手続きに必要な情報をスマート
フォンやパソコンで事前に入力する
ことで、手続きに必要な申

しん

請
せい

の準備
ができます。システムに入力した結
果を窓口にお持ちいただくことで、
スムーズに受付ができます。

ぜひ、友だち登録を
お願いします。

アプリ
起動

コード
スキャン

支払い
金額入力

システムで現在の
待ち人数を確認できます

利用したい手続きを選択

質問に回答し、必要な情報を入力する

QRコードが発行されるので保存

QRコードを市役所の窓口で提示
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幸せを実感するための幸せを実感するための

みんなのまちづくり みんなのまちづくり ❻❻

◆ 若い世代への結
け っ

婚
こ ん

支
し

援
え ん

を進めます。
◆ �社会全体で結

け っ

婚
こ ん

、妊
に ん

娠
し ん

・出産、子育てを大切にし、若い世代が安心して子どもを育てられるよう切
れ目ない支

し

援
え ん

を行います。
◆ �男性が育児へ参加しやすくなるよう、ワーク・ライフ・バランス※16への理解を進め、仕事と子育

ての両立を支
し

援
え ん

します。

◆ 新たに農業を始める人や農業を行う企業など、さまざまな農業の担い手の確保に取り組みます。
◆ �耕

こ う

作
さ く

放
ほ う

棄
き

地
ち ※17を減らし、農地の有効利用を進めます。

◆ �りんご、もも、ぶどうなど安心・安全なおいしい農産物が生産できるよう農家を支
し

援
え ん

します。

◆ 車や歩行者が安心して通行できるよう、道路や水路の維持修
しゅう

繕
ぜ ん

を行います。
◆ 大地

じ

震
し ん

などの災害に備え、橋やトンネルなどの点検を行い、改修工事を行います。
◆ 安心して水道を使えるように、古くなった水道管の更新を進めます。

◆ ごみのポイ捨てや不
ふ

法
ほ う

投
と う

棄
き ※18されにくい環

か ん

境
きょう

づくりに取り組みます。
◆ �地

ち

域
い き

や事業者の環
か ん

境
きょう

美化に対する意識を高める取り組みをします。
◆ �環

か ん

境
きょう

汚
お

染
せ ん

を未然に防ぎます。

◆ 子どもの知・徳・体を一体的に育成し、健康の保
ほ

持
じ

・増
ぞ う

進
し ん

に取り組みます。
◆ �社会の変化に対応でき、地

ち

域
い き

への関心を高める教育を推進します。また、社会的・職業的自立に向
けた能力・態度を育成します。

◆ �教職員の力量の向上に取り組み、より質の高い教育を目指します。

結
け っ

婚
こ ん

、妊
に ん

娠
し ん

、出産、育児への継
け い

続
ぞ く

的
て き

支
し

援
え ん6

農業の担い手づくりと農地の有効利用の推進7

日常生活を支えるインフラの維持9

ポイ捨て、不
ふ

法
ほ う

投
と う

棄
き

、公害のない生
せ い

活
か つ

環
か ん

境
きょう

の保全8

学校教育の充実10
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※ ページ 用　語 説　明

１ 2 住民の福
ふ く

祉
し

の増進 住民の幸福感を増やすこと。地方公共団体（都道府県や市町村など）の
目的として、法律（地方自治法第１条の２）に書かれています。

2 3 妙
みょう

高
こ う

戸
と

隠
がくし

連
れ ん

山
ざ ん

国立公園

新潟・長野にまたがる山岳地
ち

域
い き

にある国立公園のこと。平成27（2015）
年に上信越高原国立公園から妙高・戸隠高原地

ち

域
い き

が分離・独立して誕生
しました。

3 3 中
ちゅう

山
さ ん

間
か ん

地
ち

域
い き

都市や平地以外の山間地にかけての地
ち

域
い き

のこと。

4 4 第三次産業 金
き ん

融
ゆ う

、保険、卸
おろし

売
う り

、小売、サービス業のこと。目に見えないサービスや
情報などの生産を行う産業のこと。

5 4 第二次産業 鉱工業・製造業・建設業のこと。第一次産業によって生産された生産物
から加工物を作る産業のこと。

6 4 第一次産業 農業・林業・水産業のこと。自然に働きかけて生産する産業のこと。

7 5 生産年
ね ん

齢
れ い

人口 働くことができる能力あるいは資格を持つ年
ね ん

齢
れ い

層で、日本では15歳
さ い

か
ら64歳

さ い

の人口のこと。

8 6 パブリック
コメント

市の計画などを決めるときに、広く市民の意見を聞いて、まちづくりに
活かそうとする仕組み。意見の募集は、広報紙やホームページで行って
います。

9 8 地
ち

域
い き

防災マップ 自主防災組織ごとに、住民自らが災害のときの避
ひ

難
な ん

する道すじ、危険な
場所や避

ひ

難
な ん

所
じ ょ

の位置などの情報を地図上に表したもの。

10 9 自助、互助・共助 自助：自分で自分を助けること。
互助・共助：家族、会社や地

ち

域
い き

で共に助け合うこと。

11 9 自主防災組織 災害に対して、地
ち

域
い き

住民が自分たちの地
ち

域
い き

は自分たちで守るために、住
民自らの意思によりつくった組織のこと。

12 10 スクールソーシャ
ルワーカー 児童生徒が置かれたさまざまな環

か ん

境
きょう

の問題に働きかけ、解決を目指す人。

13 10 治
ち

水
す い

対策 川などを工事して洪
こ う

水
ず い

などの災害が起きないようにすること。

14 12 教養 学問、知識をしっかり身につけることによって得られる心の豊かさ。

15 12 保
ほ

持
じ

増
ぞ う

進
し ん

よりよい健康状態を目指すこと。

16 17 ワーク・ライフ・
バランス 仕事と家族の時間の両方を大切にすること。

17 17 耕
こ う

作
さ く

放
ほ う

棄
き

地
ち

お米や野菜などを作る人がいなくなってしまった農地。

18 17 不
ふ

法
ほ う

投
と う

棄
き

決められた場所やルールを無視してごみを捨てること。

◆  ◆  ◆    こ　と　ば    ◆  ◆  ◆



 まちづくりワークシート(まとめ)

この冊子を読んで考えたこと、感じたことを、友達や家族の人などと話し合ってみよう!

長野市総合計画 検　索

~ 総合計画のことをもっと知りたいときは ~

発 行・ 編 集

発 行 年 月

長野市企画政策部企画課

〒380-8512　長野市大字鶴賀緑町1613 番地

TEL.026-224-5010（直通）

kikaku@city.nagano.lg.jp

令和４年９月

クリック！

名　前

年　　　組

長野市のどんなところが好きかな？

長野市民が将来も幸せに暮らしていくためにどんなことが必要だと思うかな？

ふるさと長野市のためにどんなことをしていきたいかな？


